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後援会女性部「響の会」総会、女性パワーはすごい！

2011年7月

日野市よさこい連の皆さんと記念撮影

2012年7月

後援会女性部「響の会」官邸見学

2012年3月
2012年5月

バーベキュー大会で後援会
の皆さんと楽しいひととき

昭島駅北口から始まった駅頭遊説もついに１０周年。この日は、浪人時代

から支えてくれた後援会の皆さんが朝早くから集まってくださいました

2010年9月24日

タウンミーティングでは、つねに

有権者の生の声に耳を傾けます

2011年10月

立川駅頭で民主党青年局遊説

2010年6月

地元昭島市の夏祭りに参加

2010年8月
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ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
人
選
手
団
の
健
闘
に
多
く
の
国
民
が

感
動
し
た
の
は
、
そ
こ
に
改
め
て
「
日
本
の
底
力
」
を
実
感
し
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

  

昨
年
勃
発
し
た
東
日
本
大
震
災
に
タ
イ
の
大
洪
水
、
円
高
、
原
油
高
に
電
力
不
安
な

ど
が
重
な
り
、
未
曾
有
の
試
練
に
立
た
さ
れ
た
日
本
経
済
で
す
が
、
主
要
な
経
済
指
標
は
む
し
ろ
日
本
経
済
の

底
力
を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。

  

じ
っ
さ
い
、
今
年
第
１
四
半
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
５
１
８
．０
兆
円
は
、
１
年
足
ら
ず
で
「
３
１
１
」
以
前
の

水
準
（
５
１
４
．７
兆
円
）
を
回
復
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
深
刻
な
打
撃
を
被
っ
た
日
本
の
輸
出
競
争
力
は
決

し
て
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
輸
出
６
５
．５
兆
円
は
、
２
０
０
５
年
度
の
６
５
．６
兆
円
と
同
水
準
。
そ

の
間
に
、
為
替
レ
ー
ト
は
１
ド
ル
１
２
０
円
か
ら
８
０
円
、
原
油
価
格
は
１
バ
レ
ル
５
０
ド
ル
か
ら
１
０
０
ド

ル
を
超
え
る
厳
し
い
競
争
環
境
の
悪
化
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。
さ
ら
に
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出

は
目
覚
ま
し
く
、
貿
易
収
支
の
悪
化
を
所
得
収
支
の
拡
大
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
４
０
億
の
市
場
を
取
り
込
む
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
画
は
日
本
の
繁
栄
に
と
っ
て
不
可
欠
で
す
。

�

（
２
面
に
続
く
）

未
来
に
誇
れ
る

日
本
の
底
力

2012年3月24日
読売新聞掲載

年末恒例の餅つき大会に参加

2011年12月

地元立川市の夏祭りに参加

2012年7月

地元日野市の夏祭りに参加

2009年9月

長島昭久

2011年12月24日
毎日新聞掲載

2012年3月13日
東京新聞掲載

2011年8月31日
ワイドスクランブル

テレビに、新聞に、雑誌に、総理補佐官として発信し続けてます！

地元の啓明学園国会見学会で
政治の大切さについて説明

2012年1月

高幡不動尊豆撒式にて

2012年2月

飲酒・ひき逃げの厳罰化を求める遺族関係者連絡会の皆さんと共に、滝法務大臣に要請。法改正へ大きく前進しました！

2012年6月

日野市議選、今井昭徳君最期の闘い

2010年2月

タウンミーティングは、長島昭久の政治活動

の生命線。初当選以来140回を超えました

2011年7月

地元立川市の少年野球チームのお父さんたちと懇談

2012年2月

タウンミーティングに、祭りに、遊説に！

3期目地元活動報告

昭島市民球場開設記念式典にて祝辞

2010年4月
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新児童手当の
スタート

これまでの児童手当より、支給額を5,000円〜10,000円アップ。
子育て家庭を一層支援

ひとり親家庭
への支援

生活保護の母子加算を2009年12月に復活し、
2010年8月から父子家庭にも児童扶養手当を支給

2012年5月　自衛隊
の遠洋練習艦隊出国行
事に来賓として出席

2 0 0 9 年 1 2 月 　
CSIS（米戦略国際
問題研究所）主催の
シンポジウムに参加

2010年3月　防衛大学校講
堂で海外留学生を含む全学
生に英語でスピーチ

2010年10月　新報道2001に出
演し、石破茂政調会長、石原慎太郎
都知事と尖閣問題などで闘論

2010年8月　TVタックル
に出演し、安倍元総理と国
防について激論

2011年12月　訪印、
シン首相と挨拶を交わす

2011年12月　訪中、胡錦濤
国家主席と挨拶を交わす

2011年11月　野田総理
を表敬訪問したキッシン
ジャー元国務長官と会談 2012年3月　Facebook

創始者マーク・ザッカー
バーグ氏とＳＮＳの可能性
について意見交換

2010年3月　硫黄島戦没者
追悼65周年式典に参列し、
防衛大臣政務官として挨拶

2012年5月　訪米、ホワイトハウスの
大統領執務室にてオバマ大統領と会談

2011年12月　母校・慶
應義塾大学にて講演。講演
後、インターンとして事務
所に馳せ参じた学生多数

2011年5月　東日本大
震災発災直後、自衛隊の
統合任務部隊を指揮した
君塚陸将と隊員を激励

不妊治療への
助成の拡充・
妊婦検診の
公費負担継続

深刻化する虐待やいじめを解決するには、
「家庭力」の再生が不可欠
●�悩みを抱える若い親たちを物心両面で 

サポートする仕組みを整備
●�子育て経験豊かなお婆ちゃんの知恵が 

溢れる「保育ママ」制度の拡充
●�親に代わって子供たちに愛情を注いで 

くれる「里親」支援制度の充実

日本語と日本の歴史を徹底的に学び、
真の日本人として世界へ雄飛
●�有史以来、 アジアの先進国として輝かし

い歴史を刻んできた日本人の来歴を正し
く辿り、日本人としての誇りを涵養

●�現代文だけでなく古文や正漢字、 正仮名
遣いを学び、日本の良き伝統文化を継承

●�公徳心を涵養するため、社会に出る前の一
定期間、福祉や清掃、農林業、海外協力など
社会貢献活動に汗を流すことを「必修カリ
キュラム」化

●�世界へ雄飛する「グローバル人材」 を育成
するため、 日本人学生の海外交流機会（海
外留学支援、 外国人留学生受け入れ支援）
を拡大

●�日本が誇る革新的技術力の
基盤となる最先端分野にお
ける世界トップ50に入る
研究者、 研究拠点への補助
金や産官学プロジェクトへ
の投資を倍増

出産一時金
引き上げ継続

（38万円→42万円）
耐震化率を23％up　
政権交代前67％→
約90％

公立学校の授業料無償化、
私立高校の授業料一定額
助成制度開始。
経済的理由による中退者
数減2099人（平成20年）
→1007人（平成22年・
被災3県除く）

大学授業料減免者の比率を
30年ぶりに引き上げ。
10万4千人に拡大。
奨学金貸与人員19万人
増加。特に無利子奨学金
4万人（12%増/
平成21年度比）拡充

誕生前

幼児期：社会の総力挙げて家庭を応援 初等中等教育：真の日本人を育む 高校・大学期：真のリーダーシップを身につける 高等教育期：日本発の
イノベーションが世界を牽引

誕生前 保育園・幼稚園 小学校 中学校 高校 大学

誕生時

待機児童の解消を目指し、
保育所の定員を全国で
平成21年度 約1万人、
22年度 約3万人、
23年度 約4万人増員

保育施設拡大
小学校1、2年生の
35人学級を実現。
全国の公立小中学校に、
スクールカウンセラー
を配置

教育体制の充実

小中学校の耐震化

高校無償化
大学授業料減免・
奨学金制度の充実

 安心して子どもを産み、育てられる社会を作る。

世界へ雄飛し、世界をリードできる日本人を育む！長
島
の
教
育
政
策

民
主
党
政
権
の
実
績

  

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
測
れ
る
の
は
、
各
国
の
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
流

れ
に
す
ぎ
ず
、
本
来
の
国
力
を
示
す
富
の
蓄
積
（
資
産
）

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
、
今
年
６
月
に
国
連
が
公

表
し
た
「
各
国
別
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
は
注
目
に
値
し

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
人
的
資
産
（hum

an capital

：

教
育
水
準
、
技
術
力
等
）
、
物
的
資
産
（p

h
y

sic
a

l 
capital

：
機
械
、
建
築
、
イ
ン
フ
ラ
等
）
、
天
然
資
産

（natural capital

：
森
林
、
化
石
燃
料
、
鉱
物
資
源

等
）
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
真
に
豊
か
な
国
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
的
資
産
で
群
を
抜
く
日

本
が
「
一
人
あ
た
り
の
富
」
で
米
中
を
抑
え
て
世
界
第
一

位
に
輝
い
た
の
で
す
。
し
か
も
、
洗
練
さ
れ
た
交
通
イ
ン

フ
ラ
や
街
づ
く
り
、
豊
か
な
田
園
や
森
林
な
ど
日
本
の
誇

る
物
的
資
産
、
天
然
資
産
を
加
え
れ
ば
、
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日

本
を
凌
ぐ
）
中
国
よ
り
３
倍
も
豊
か
な
の
で
す
。
ま
た
、

日
本
の
物
的
資
産
は
新
興
国
向
け
に
拡
大
す
る
シ
ス
テ
ム

輸
出
の
中
核
と
な
り
、
日
本
と
ア
ジ
ア
を
さ
ら
に
豊
か
に

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

天
然
資
産
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
周
囲
に
広
が
る
海
の
恵

み
を
ま
だ
十
分
に
活
か
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
土
面
積

で
世
界
第
61
位
の
我
が
国
は
、
海
洋
資
源
を
管
理
す
る
排

他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
面
積
で
は
第
６
位
と
な
り

ま
す
。
広
大
な
海
に
眠
る
海
底
資
源
に
は
、
最
近
発
見
さ

れ
た
新
潟
沖
の
ガ
ス
油
田
や
小
笠
原
諸
島
沖
海
底
に
堆
積

す
る
レ
ア
ア
ー
ス
泥
な
ど
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
経

済
発
展
に
不
可
欠
な
可
能
性
に
充
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
潮

力
、
波
力
、
温
度
差
、
洋
上
風
力
な
ど
Ｅ
Ｅ
Ｚ
を
活
用
し

切
れ
ば
、
総
発
電
潜
在
能
力
は
原
発
４
８
７
基
分
に
も
上

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

  

一
方
で
、
そ
の
海
が
中
国
の
進
出
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
１
参
照
）
。
海
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
日
本

が
、
今
こ
そ
海
を
守
る
責
任
を
担
う
べ
き
で
す
。
「
海
洋
国

家
日
本
」
と
し
て
、
米
、
豪
、
印
、
越
は
じ
め
有
志
国
と
連

携
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
海
洋
の
安
全
保
障
に
も
積
極

的
な
役
割
を
果
た
す
の
で
す
。

  

最
後
に
、
人
的
資
産
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
、
私

の
教
育
政
策
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
ま
す
。
民
主
党
政
権
に

お
い
て
、
「
子
ど
も
手
当
」
は
半
額
以
下
に
抑
え
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
「
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
基

本
理
念
は
堅
持
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
下
段
参
照
）
。
た
だ

し
、
子
育
て
環
境
の
安
心
確
保
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
次

代
を
担
う
日
本
人
が
本
来
の
自
信
と
誇
り
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
第
一
に
「
家
庭
力
」
の
再
生
を
図
る
こ
と
、
第
ニ
に

日
本
語
と
日
本
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
、

第
三
に
公
徳
心
を
涵
養
す
る
た
め
社
会
的
貢
献
に
汗
を
流
す

こ
と
等
が
肝
要
で
す
（
図
２
上
段
参
照
）
。

  

未
来
に
誇
れ
る
「
新
生
日
本
」
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
海
と

人
材
で
す
。
無
限
に
広
が
る
海
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
徹
底
的

に
開
拓
し
、
我
が
国
の
将
来
を
担
う
有
為
な
人
材
を
「
世
界

を
リ
ー
ド
で
き
る
日
本
人
」
に
育
て
上
げ
る
た
め
、
世
界
一

豊
か
な
国
づ
く
り
の
先
頭
に
立
つ
決
意
で
す
。

新
生
日
本
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、

「
海
」
と
「
人
材
」

図1図2

2009年9月-2010年9月　
防衛大臣政務官として、自民
党時代にもできなかった南西
方面への防衛力増強、武器輸
出三原則の緩和などに尽力

世
界
に
誇
れ
る
「
海
洋
国
家
日
本
」
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